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１ 調査の目的 

各種計画に掲げる施策の検証や、より効果的な政策立案に資することを目的とし、区内在住の区民

を対象とした意識調査を実施する。 

 

２ 調査の内容 

18歳以上の区民の方が対象 ～暮らし・保健・環境の分野など～ 

 

（１）回答者の属性について 

（２）各種認知度について 

（３）生涯学習について 

（４）スポーツ・運動について 

（５）文化・芸術について 

（６）普段の生活について 

（７）地域活動について 

（８）健康づくりについて 

（９）喫煙について 

（10）医療について 

（11）災害時の対応について 

（12）教育について 

（13）結婚について 

（14）食品ロス・フードドライブについて 

（15）地球環境について 

（16）行政経営について 

18歳以上の区民の方が対象 ～買い物・まちづくり・住まいの分野など～ 

 

（１）回答者の属性について 

（２）商店街について 

（３）キャッシュレスについて 

（４）まちづくりについて 

（５）公共交通機関について 

（６）空港臨海部について 

（７）羽田空港跡地について 

（８）公園について 

（９）図書館について 

（10）相談窓口について 

（11）バリアフリー・ユニバーサルデザインについて 

（12）災害時の避難等について 

（13）耐震改修について 

 

未就学児と小学生の保護者、中学生・高校生の区民の方が対象 

～居場所・自転車の利用についてなど～ 

 

（１）回答者の属性について 

（２）居場所について 

（３）家庭生活について 

（４）災害時の避難等について 

（５）自転車の利用について 

（６）子どもの学習について 
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３ 調査の設計 

調 査 地 域 大田区全域 

調 査 対 象 

[18歳以上の区民の方が対象] 

大田区内に居住する満 18歳以上の男女個人（外国人を含む） 

[未就学児と小学生の保護者、中学生・高校生の区民の方が対象] 

大田区内に居住する満 12歳以上の男女個人（外国人を含む） 

大田区内に居住する満 12歳以下の方の保護者の方（外国人を含む） 

標 本 数 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～暮らし・保健・環境の分野など～：2,000人 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～買い物・まちづくり・住まいの分野など～：2,000人 

[未就学児と小学生の保護者、中学生・高校生の区民の方が対象] 

～居場所・自転車の利用についてなど～：2,000人 

抽 出 方 法 層化無作為抽出法 

調 査 方 法 配布は郵送方式、回答収集は郵送又は電子申請方式 

調 査 期 間 令和４年 11月 10日～令和４年 12月６日 

有効回収数 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～暮らし・保健・環境の分野など～：780件 

（郵送 547件＋電子申請 233件） 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～買い物・まちづくり・住まいの分野など～：792件 

（郵送 562件＋電子申請 230件） 

[未就学児と小学生の保護者、中学生・高校生の区民の方が対象] 

～居場所・自転車の利用についてなど～：772件 

（郵送 464件＋電子申請 308件） 

有効回収率 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～暮らし・保健・環境の分野など～：39.0％ 

[18歳以上の区民の方が対象] 

～買い物・まちづくり・住まいの分野など～：39.6％ 

[未就学児と小学生の保護者、中学生・高校生の区民の方が対象] 

～居場所・自転車の利用についてなど～：38.6％ 
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４ 報告書の見方について 

（１）図表中の「ｎ」とは、その設問の回答者数を表している。 

（２）調査結果の比率は、その設問の回答者数を母数として、小数点第２位を四捨五入して小数点

第１位までを示しているため、その合計値が 100％にならない場合がある。 

（３）複数回答の設問は、回答比率の合計が 100％を超える場合がある。 

（４）属性別クロス集計等は、無回答を除いているため、回答者の合計が全体と一致しない場合が

ある。 

（５）年代別は、18 歳以上の区民の方が対象では男女ともに「18～19 歳」の回答者数が少数であ

るため、「10・20 代」とまとめて集計及び掲載している。未就学児と小学生の保護者、中学

生・高校生の区民の方が対象では男女ともに「19～20 歳」の回答者数が少数であるため、

「19～29歳」とまとめて集計及び掲載している。 

（６）ｎ=30未満は、比率が動きやすく分析には適さないため、参考として示すにとどめる。 

（７）図表及び文章中では、選択肢を一部省略している場合がある。 

 

５ 標本誤差について 

今回のような調査対象（母集団）の中から一部を抽出して行う標本調査では、全数調査（全ての人

を調査）と比べ、調査結果に差が生じることがある。その誤差を標本誤差という。 

標本誤差は、95％の信頼度で以下の式から得られる数値であり、真の値（全数調査をした場合に得られ

る数値）は標本調査で得られた結果に、この標本誤差を引いた値と加えた値の範囲内にあることとなる。 

標準誤差 = ± 2 × √ 
𝑁 − 𝑛

𝑁 − 1
×

𝑝(1 − 𝑝)

𝑛
 

 

 

 

 

【各調査回答率における標本誤差早見表（信頼度 95％で算出している）】 

回答の比率 

回答者数(ｎ) 

90％または 

10％前後 

80％または 

20％前後 

70％または 

30％前後 

60％または 

40％前後 
50％前後 

1,000 ± 1.9％ ± 2.5％ ± 2.8％ ± 3.0％ ± 3.1％ 

792 ± 2.1％ ± 2.8％ ± 3.2％ ± 3.4％ ± 3.5％ 

780 ± 2.1％ ± 2.8％ ± 3.2％ ± 3.4％ ± 3.5％ 

772 ± 2.1％ ± 2.8％ ± 3.2％ ± 3.5％ ± 3.5％ 

500 ± 2.6％ ± 3.5％ ± 4.0％ ± 4.3％ ± 4.4％ 

 

早見表の見方 

たとえば、今回の「18歳以上の区民の方が対象～暮らし・保健・環境の分野など～」の回答者数（780人）

を 100％とする比率で、ある質問の回答が 50％であった場合、大田区民（区内在住の 18歳以上の方）の

この質問に対する回答は、46.5％～53.5％の間にあると考えられる。

Ｎ：母集団の大きさ 

ｎ：回答者数 

ｐ：回答の比率（％） 

(ｐ) 



 

 

 

 

 


